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ご挨拶

　総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が主導する ImPACTプログラム「ユビキタス・パワー
レーザーによる安全・安心・長寿社会の実現」では、レーザー電子加速によりX線自由電子レーザー
（XFEL）を超小型化する技術や大型の高出力パルスレーザーを手のひらサイズに超小型化する技術
を開発し、新しい応用に供することにより、新技術・新産業の創出を目指して参りました。

　レーザー電子加速におきましては、理化学研究所放射光科学研究センター内に電子加速専用の
レーザー装置を開発・導入し、放射光発生用のアンジュレーターや最新の計測システムを備えた実
験プラットフォームとして整備を完了いたしました。そこでは電子ビームの発生と加速部分をモ
ジュール化し、電子の高エネルギー化を容易に達成することができる多段加速の技術開発に取り組
んで参りました。その結果、モジュール毎にレーザー条件を最適化することによって多段加速を実
証し、世界トップクラスの加速利得を得ることに成功しました。また、電子ビームを極短周期の超
小型アンジュレーターに入射させることで、放射光の発生を確認しております。

　超小型パワーレーザーにおきましては、レーザー媒質と冷却基板の常温接合技術を開発し、世界
最高出力密度のサブナノ秒パルスレーザーの開発に成功しました。また、それらの技術をメーカー
3社に移転しレーザーの製品化開発を推進した結果、皆様のお手元へ製品を順次お届けする体制が
整いました。一方、レーザー開発と並行してレーザーの有用性を実証するための応用システム開発
を推進するとともに、ImPACT終了後も開発したレーザーを気軽にお試しいただけるレーザー試用
プラットフォームを浜松工業技術支援センターに開設いたしました。

　今回の最終シンポジウムでは、この５年間の開発成果を身近に実感いただけるよう、講演に留ま
らず可能な限りの展示・デモを準備いたしました。レーザー電子加速やレーザーの超小型とその応
用は今後ますます発展していく分野です。皆様からのご意見を頂戴することにより、海外を凌駕す
るレーザー技術を確立し、応用ならびに産業へと展開して参ります。本日はシンポジウムへのご参
加、誠にありがとうございます。

革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
プログラム・マネージャー　佐野　雄二
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プログラムの目的

www.aerospace technology.com
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プログラムの構成
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【PJ-3H】超小型パワーレーザー応用　アイディア（FS）公募　採択一覧（H28年度）
採択課題 機関・企業 研究開発責任者（PI）

超小型レーザーによる塗膜除去品質検査技術の開発 株式会社トヨコー 髙原和弘
超小型皮膚疾患用レーザー治療器の開発 株式会社ユニタック 高橋一哲
航空機構造部材のレーザピーンフォーミング技術の開発 沖縄工業高等専門学校 政木清孝
超小型パワーレーザの革新的スマート溶接システムへの応用化 大阪大学 浅井知
宇宙機用　液体燃料エンジンのレーザー着火システムの実現 株式会社 IHI エアロスペース 松浦芳樹
マイクロチップレーザーによる
産業インフラ検査用レーザー超音波可視化検査装置の実証実験 つくばテクノロジー株式会社 高坪純治

携帯型レーザーピーニングによる大型鋼構造物の疲労き裂防止手法の実現 近畿大学 崎野良比呂
ナノ秒Ｊ (ジュール )パルスを活用する材料表面加工技術の開発 産業技術総合研究所 新納弘之
マイクロチップレーザーによる宇宙用液体推進システムの高度化 長岡技術科学大学 勝身俊之

【PJ-3H】超小型パワーレーザー応用　システム化・アイディア公募　採択一覧（H29年度～） 　
採択課題 機関・企業 研究開発責任者（PI）

システム化開発
革新的スマート溶接システムの開発 大阪大学 浅井知
リチウムイオン電池向けレーザクリーニング 株式会社東芝 岡田直忠
超小型皮膚疾患用レーザー治療器の開発及び実証評価 株式会社ユニタック 高橋一哲
アイディア検証
生体適合性マイクロチップレーザーを用いた高次脳機能の４次元操作 神戸大学 和氣弘明
航空機製造プロセス高速化のためのパルスレーザ支援レーザ溶接法の開発 大阪大学 佐野智一
装置組み込みが可能な超小型深紫外レーザーユニットの開発 株式会社ＴＣＫ 小坂光二
光放出電子顕微鏡 (PEEM) への応用による性能向上検討 株式会社菅製作所 菅育正
宇宙機用液体燃料エンジンのレーザー着火システムの実現 株式会社 IHI エアロスペース 松浦芳樹
　 　 　

【PJ-2N】ハンドヘルドレーザー製品化　採択一覧（H29年度～） 　 　
採択課題 機関・企業 研究開発責任者（PI）

μ CHIP 及び、μCHIP 応用レーザの製品化 パナソニックプロダクション
エンジニアリング株式会社 永田毅

高精度・高安定・高機能な眼科手術装置を目指したマイクロチップレーザー製品化 株式会社ニデック 羽根渕昌明
スケーラビリティに配慮した高出力マイクロチップレーザーの製品化 株式会社オプトクエスト 多久島裕一

開発体制
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開発成果

パネル番号 所属 研究開発責任者
（PI） パネルタイトル ページ数

　 　 レーザー電子加速開発・評価 　

　 PJ-1B 大阪大学 兒玉 PI レーザー加速統合プラットホームの開発 7

　 PJ-1A 大阪大学 細貝 PI レーザー加速要素技術開発 8

　 PJ-1A-1 　 　 LWFA電子ビーム入射器制御技術の開発 9

　 PJ-1A-2 　 　 放電型光導波路の開発 10

　 PJ-1A-3 　 　 ステージングレーザー追加速のためのプラズマレンズによる電子ビーム伝搬制御 11

　 PJ-1A-4 　 　 Staging Laser Wake-fi eld Acceleration 12

　 PJ-1A-5 　 　 レーザー加速電子ビームの電子輸送システムの構築 13

　 PJ-1C 高エネルギー加速器研究機構 山本 PI 世界最短周期の一体型マイクロアンジュレータの開発 14

　 PJ-1C-1 　 　 極短周期アンジュレータ磁場生成の研究開発 15

　 PJ-1C-2 　 　 極短周期アンジュレータの評価試験 16

　 PJ-1D 量子科学技術研究開発機構 神門 PI ビーム・プラズマを測る～安定な電子ビームのために～ 17

　 PJ-1D-1 　 　 極短パルス光プローブによる加速場診断 18

　 PJ-1D-2 　 　 周波数領域のホログラフィーを用いた高速現象の取得～プラズマ波の干渉計測～ 19

　 PJ-1D-3 　 　 Laser wakefi eld electron temporal diagnostics via single shot electro-optic sampling 20

　 PJ-1D-4 　 　 ベータトロン X線用 Laue 型分光器の性能評価 21

　 PJ-3J 理化学研究所 矢橋 PI レーザー駆動 X線特性のシングルショット診断装置の開発 22

　 PJ-3L 東北大学 濱 PI μアンジュレータのビーム試験と機能を活かす応用開拓 23

　 PJ-3P 島根大学 荒河 PI 極限環境材料研究のためのレーザー加速電子によるイメージングシステムの最適化 24

　 　 超小型パワーレーザー開発 　

　 PJ-2F 分子科学研究所 平等 PI 手のひらサイズの 20mJ超パワーレーザーの開発 25

　 PJ-2F-1 　 　 CW Operation in Distributed Face Cooling Chip 26

　 PJ-2F-2 　 　 Gain Aperture for Ubiquitous High Power Lasers 27

　 PJ-2F-3 　 　 100Hz 駆動 10PW/sr/cm2 級マイクロMOPA 28

　 PJ-2G 浜松ホトニクス（株） 川嶋 PI ジュール級 300Hz パワーレーザーの実用化・製品化 29

　 　 超小型パワーレーザー　試用プラットフォーム開発 　

　 PJ-3M 浜松工業技術支援センター 鷺坂 PI マイクロチップレーザーを試せる「レーザー試用プラットフォーム」 30

　 　 超小型パワーレーザー　製品化開発 　

　 PJ-2N-1 パナソニック P.E.（株） 永田 PI 幅広い加工用途へのマッチングを目指したマイクロチップレーザー 31

　 PJ-2N-2 （株）ニデック 羽根渕 PI 高精度 ･高安定 ･高機能な眼科手術装置を目指したマイクロチップレーザー 32

　 PJ-2N-3 （株）オプトクエスト 多久島 PI 多様なニーズに応えるスケーラブルな高出力マイクロチップレーザの開発 33

　 　 超小型パワーレーザー　システム化開発 　

　 PJ-3H-1 大阪大学 浅井 PI レーザー超音波による溶接中リアルタイム欠陥検知技術 34

　 PJ-3H-2 （株）ユニタック 高橋 PI 超小型皮膚疾患用レーザー治療器の開発及び実証評価 35

　 PJ-3H-2-1 　 　 マイクロチップ用超小型電源／ポータブル電源の開発 36

　 PJ-3H-3 （株）東芝 岡田 PI パルスレーザーによるリチウムイオン電池電解液の “そのまま ”除去 ･回収 37

　 　 セキュリティ応用開発 　

　 PJ-3K 理化学研究所 南出 PI パワーレーザーによる高出力 THz 波の発生・検出とセキュリティ応用 38

　 　 超小型パワーレーザー　アイディア応用開発 　

　 PJ-3H-4 大阪大学 佐野 PI パルスレーザ支援レーザ溶接法の開発 39

　 PJ-3H-5 （株）菅製作所 菅 PI 光放出電子顕微鏡 (PEEM) への応用による性能向上 40

　 PJ-3H-6 （株）TCK 小坂 PI 装置組み込みが可能な超小型深紫外レーザーユニットの開発 41

　 PJ-3H-7 （株）IHI エアロスペース 松浦 PI 宇宙用エンジンのレーザー着火技術開発 42

　 　 　 　 　 　



7

レーザー加速統合プラットホームの開発
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⼤阪⼤学 兒⽟ 了祐（〇末⽥敬⼀ *、⼤塚崇光 * * ）
                   （現所属 * 理研放射光科学研究センター , ** 宇都宮⼤）
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レーザー加速要素技術開発
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⼤阪⼤学／理化学研究所 放射光科学研究センター 細⾙ 知直
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LWFA電子ビーム入射器制御技術の開発
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PJ-1A-1

〇酒井 泰雄 1，⾕沢 優介 1，陳 博順 1，⾦ 展 2，寺本 ⾼啓 1，
 末⽥ 敬⼀ 2，パサック ナビーン 1，清野 英晃 1，⻩ 開 3，⼤東 出 3，
 神⾨ 正城 3，アレクゼイ ジドコフ 1，兒⽟ 了祐 1, 4，細⾙ 知直 1, 2

  （1：阪⼤⼯学研究科，2：理化学研究所，3：量研関⻄研，4： 阪⼤レーザー研）
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放電型光導波路の開発
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PJ-1A-2

〇酒井 泰雄 1，陳 博順 1，⾕沢 優介 1，⾦ 展 2，末⽥ 敬⼀ 2，寺本 ⾼啓 1，
 パサック ナビーン 1，清野 英晃 1，⻩ 開 3，⼤東 出 3，⼩瀧 秀⾏ 3，
 神⾨ 正城 3，アレクゼイ ジドコフ 1，兒⽟ 了祐 1, 4，細⾙ 知直 1, 2

  （1：阪⼤⼯学研究科 , 2：理化学研究所，3：量研関⻄研，4：阪⼤レーザー研）
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ステージングレーザー追加速のための
プラズマレンズによる電子ビーム伝搬制御

PJ-1A-3

〇中村浩隆 1、ALEXEI ZHIDKOV1、細⾙知直 1,2、兒⽟了祐 1

  （1: ⼤阪⼤学 , 2: 理化学研究所）
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Staging Laser Wake-fi eld Acceleration

PJ-1A-4

Z. Jin1, H. Nakamura2, N. Pathak2, Y. Sakai2, A. Zhidkov2, 
K. Sueda1, R. Kodama2, T. Hosokai1,2

  （1: RIKEN SPring-8 Center, 2: Osaka University）
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レーザー加速電子ビームの電子輸送システムの構築

PJ-1A-5

〇寺本⾼啓 1, 神⾨正城 2, 武藤俊哉 3, 南部健⼀ 3, 酒井泰雄 1, 清野英晃 1,
 ⾦展 4, ⻩開 2, ⼤東出 2, 末⽥敬⼀ 4, 夏井卓也 5, 吉⽥光宏 5, 益⽥伸⼀ 5,
 ⼭本樹 5, 柏⽊茂 3, 濱広幸 3, 兒⽟了祐 6, 細⾙知直 1,4

  （1: 阪⼤院⼯ , 2: 量研関⻄研 , 3: 東北⼤電⼦光理学セ , 4: ⾼エネ研 , 5: 理研 RSC, 6: 阪⼤レーザー研）
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世界最短周期の一体型マイクロアンジュレータの開発

PJ-1C

⾼エネルギー加速器研究機構 ⼭本 樹
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極短周期アンジュレータ磁場生成の研究開発

PJ-1C-1

⾼エネルギー加速器研究機構 ⼭本 樹、益⽥伸⼀
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極短周期アンジュレータの評価試験
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PJ-1C-2

⾼エネルギー加速器研究機構 ⼭本 樹、益⽥伸⼀
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ビーム・プラズマを測る～安定な電子ビームのために～

x
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Poster
Poster

Huang, Poster

PJ-1D

量⼦科学技術研究開発機構（QST）  神⾨ 正城
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極短パルス光プローブによる加速場診断

PJ-1D-1

森道昭、Huang Kai、⼩瀧秀⾏、林由紀雄、中新信彦、⼤東出、神⾨正城
量⼦科学技術研究開発機構（QST）  関⻄光科学研究所



19

周波数領域のホログラフィーを用いた高速現象の取得
～プラズマ波の干渉計測～

PJ-1D-2

〇⼩瀧秀⾏、森道昭、林由起雄、⻩開、⼤東出、中新信彦、神⾨正城
 （量⼦科学技術研究開発機構）
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Laser wakefi eld electron temporal diagnostics via 
single shot electro - optic sampling

PJ-1D-3
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ベータトロンX線用 Laue 型分光器の性能評価

PJ-1D-4

〇林 由紀雄、⼩瀧 秀⾏、⻩ 開、森 道昭、神⾨ 正城
 量⼦科学技術研究開発機構 関⻄光科学研究所
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レーザー駆動X線特性のシングルショット診断装置の開発

PJ-3J

理化学研究所 放射光科学研究センター ⽮橋 牧名
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μアンジュレータのビーム試験と機能を活かす応用開拓
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IRIS: Φ9mm

放射光プロファイル

Gap = 1.7mm (DS:4) Gap = 2.0mm (DS:4)

Gap = 3.0mm (DS:4) Gap = 4.0mm (DS:4)

OTR

PJ-3L

東北⼤学 濱 広幸
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極限環境材料研究のためのレーザー加速電子による
イメージングシステムの最適化

XFEL 
GeV MeV 

H30

(1) 
XFEL X

X

RF ( 1) 

( 1)  

(2) 

K. Arakawa et al. 
Science 318(2007)956.

JANNuS-Orsay

( 3)
0.03 s ( 4)

(MMM 10 )

(1)

(2) 

1

2

3 2 MeV (
)

4 500 keV
( )

PJ-3P

島根⼤学 荒河 ⼀渡



25

手のひらサイズの 20mJ超パワーレーザーの開発

CPA  Strickland and Mourou, Opt. Comm. (1985)

10 J @ω0 100 Hz 
  6 J @2ω0 100 Hz 
10 cm × 10 cm × 40 cm

1

 
DFC 3×3 

50 J

DFC

Ti:Sapphire

 

 

 
LD

25 J @0.1  Hz 50 J @100  Hz 

ロッド ファイバー ディスク DFC

最大抽出パワー

スケーリング × ○ ○
利得 

○
○ 
長い L

× 
薄い L N 倍の L, 高い Δn

最大エネルギー 
○

× 
小さな開口

○ 
寄生発振との戦い 寄生発振からの開放

N - 枚

Pex =
8πRT L

χ
Pex =

8πRT L

χ

L 長い媒質長 L

A

大きな開口小さな開口A
A

（片側）

形状

パラメータ
A

L
短い媒質長 L

Pex = 2N ⋅
12RT

χ
A

L

⎛

⎝
⎜

⎞

⎠
⎟Pex =

12RT

χ
A

L

⎛

⎝
⎜

⎞

⎠
⎟

Emax = A× LIDT

g = Δnσ L

A: area of gain medium, L: gain medium length, χ: heating parameter, 
N: number of chips or disks, Δn: population inversion density, 
σ: emission cross-section

RT =
κ 1−ν( )σmax

α E
∝
κ σmax

α ν: Poisson ratio, E: Young’s modules, α: expansion ratio, 
σmax: maximum tensile strength, κ: Thermal conductivity, 

PJ-2F

分⼦科学研究所／理化学研究所 平等 拓範
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CW Operation in Distributed Face Cooling Chip

OUR AIM
Tiny-integrated mJ class, sub-ns laser
Average power over 100 W
Repetition rate > 10 kHz

Ultra-compact pulsed 
power laser 

Ubiquitous power laser

• Large
• Costly
• Fragile

Surface activated bonding (SAB) technology

Ultra high vacuum chamber

Nd:YAG

Sapphire

~ 15 nm

11-crystal DFC chip

Amorphous layer

Types of laser configuration

Experimental results

Simulation model for heat distribution

Optimization of DFC chip. FEA analysis

• Top-Hat profile
• Fractional heat load equal to 0.37
• Absorption coefficient is constant
• No saturation of absorption coefficient

( )

Pump power = 20 W

Nd3+:YAG crystal 11 crystal DFC chip

Heat distribution at pump power of 20 W Heat distribution in DFC chip

1. Effective heat removing.
Pump beam increase

2. Heat load reduction.
Direct pump by 885 nm

Dp - Pump diameter

tg - gain chip thickness

Input power 65 W

• Nd:YAG thickness 0.5 mm

• Over 300 W of absorbed power

• 37 crystal in total

Current limitation: heat generation

Measurement of depolarization loss

CW operation in DFC chip

Heat distribution in DFC chip

Heatsink: YAG, Sapphire, Diamond
Gain medium: Nd:YAG, Yb:YAG, Cr:YAG etc.

Distributed face cooling method improves CW output by two times

Coated interface

Coated materials are 
possible too!!

T. Suga et. al, Acta Metall.Mater. 40, S133-S137 (1992)

V. Yahia et al., Opt. Express 26, 8609-8618 (2018)

Y. Sato et al. in IEEE JQE, vol. 40, pp. 270-280 (2004)

L. Zheng et al., Opt. Mater. Express 7, 3214-3221 (2017)

PJ-2F-1

〇 A. Kausas1、L. Zheng1, T. Taira1,2

  （1: 分⼦科学研究所 , 2: 理化学研究所）
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Gain Aperture for Ubiquitous High Power Lasers

The demand of ultra compact, high brightness, high energy laser sources led us to develop a micro MOPA system. For
maintaining good beam quality at high energy, it was shown that end pumping configuration should be used. A compact
beam cleaning element was developed based on the principle of gain aperture, ensuring near Gaussian beam quality even
after amplification.

High power high quality compact laser systems are required for various applications such as ignition of spacecraft engines,
compact pumping system for high intensity lasers and, in future, for particle acceleration. In the Master Oscillator Power
Amplifier (MOPA) scheme energy scaling is often get at the cost of system size increase and beam quality degradation.
Development of micro MOPA system thus requires a high gain compact amplifying medium whose conception mitigates
thermal and nonlinear effects, as well as low footprint beam cleaning elements ensuring a high quality seeder beam.

beam can be amplified and cleaned by gain aperture

Relative reduction of side peak intensity :
Iside/I0 = 0.01
Energy increased up to 6 mJ : good for
amplification
M2 reduced from 3.0 to 1.3

GA was implemented into a compact high energy MOPA
V. Yahia and T. Taira, Opt. Express 26, 8609 8618 (2018)

cleaning effect is modeled by radially dependent gain calculation

higher gain increases efficiency
gain saturation decreases
efficiency

One must work with the highest
possible gain such as saturation
remains low during 2 pass
amplification .

PJ-2F-2

〇 V. Yahia1、T. Taira1,2

  （1:Institute for Molecular Science, 2:RIKEN Spring-8 Center
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100Hz 駆動 10PW/sr/cm2 級マイクロMOPA

Compact : palm top note size > Portable / Vehicles
Short pulse : sub ns
High peak power : ~ MW
>Ignition, THz generation, particle acceleration, etc.

Isolator

/2

/4

/2

/4

PBS

PBS

Be
am

ex
pa
nd

er

Si
de

pu
m
pe

d
am

pl
ifi
er

Output

450 mm

30
0
m
m

5 mm x 126mm
ND:YAG rod 1 at.%

Pumping LD
6kW / 1.5J
QCW pumping :250us

Fi
be

rc
ou

pl
ed

LD
80

8n
m
/1

20
W

PW/sr/cm2 class Micro MOPA

Higher brightness requirement > Micro MOPA

z1 = 300mm

f1 = 300 mm

z2=25mm

zamp = 126mm

Sensor

f2 = 300mm

z3=100mm

Lmm

Beam waist
2w2

2w1(z=0)
=0.18 mm

Yb:YAG laser

Nd:YAG rod

Gain
aperture Energy Peak

power M2 Brightness
Repetition rate

Oscillator
Pre amplifier Amplifier

No 180 mJ 0.4 GW >10 418 TW/sr/cm2 100 Hz 100 Hz
Yes 235 mJ 0.34 GW 1.4 18 PW/sr/cm2 100 Hz 10 Hz

Repetition rate limitation
Thermal lens in amplifier can focus high quality beam easily > Optics damage

We evaluated thermal lens effect to avoid the optics damages

=

=

Focal length of thermal Lens

>fth can be estimated from the beam waist position L

Delay time dependence caused by QCW pumping fo Nd:YAG rod

: Refractive index at the center of Nd:YAG rod
: Refractive index divergence of Nd:YAG rod for radial direction

> does not have significant time dependence

Parameters
Probe beam
Medium : Yb:YAG laser
Wave length : 1030 nm
Effective pulse length 2 s

Nd:YAG rod
Pumping duration : 250 us
Pumping energy : 1.5 J
Pumping rate : variable

Sensors
CMOS camera
(CMOS 1202, CINOGY)
Shack Hartman sensor
(HASO 4, IMAGE OPTIC)

Conclusion
We achieved 100 Hz, 190 mJ and 11 PW/sr/cm2 operation within A3 size
footprint by analyzing thermal lens of the Nd:YAG rod in the amplifier and
optimizing optics.

100 Hz system setup

Output coupler
Cr4+:YAG Q switch

Nd3+:YAG gain medium

Pumping line

Cavity length: few mm

100 Hz operation Result

100Hz Gain apaeture
(M2 = 1.3)

100Hz Oscillator
(M2 = 3)

Brightness

M2 = 1.8

M2 > 10

Beam shape
Conventional 100 Hz

This work

In
te
rfe

re
nc
e
w
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di
sa
pp

ea
re
d

2 mm

45 cm

/4

PBS

Output PBS

Be
am

ex
pa
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er

Si
de

pu
m
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d
am

pl
ifi
er

30
cm

Oscillator

Gain aperture

5
m
m

x
12

6m
m

N
D:
YA
G
ro
d

1
at
.%

Pumping LD
6 kW / 1.5J Fiber coupled LD

Fiber coupled LD

Pumping light:
808nm / 150W

Pumping light:
808nm /150W

Output

Faraday
rotator

/2 /2

/2

PBS

Faraday rotator

A3 paper size bread boad

Gain
aperture

Repetition
rate Energy Average

power
Pulse
length

Peak
power M2 Brightness

No 100 Hz 180 mJ 18 W 430 ps 0.40 GW >10 0.4 PW/sr/cm2

Yes 10 Hz 235 mJ 2 W 700 ps 0.34 GW 1.4 18 PW/sr/cm2

Yes 100 Hz 190 mJ 19 W 470 ps 0.40 GW 1.8 11 PW/sr/cm2

2mm

Nd:YAG rod

fth = 6.1 m

Nd:YAG rod

fth = 0.6 m

50 mm

d0 = 2.4 mm
de = 2.4 mm

output

output

126 mm 420 mm

adjustable

1/4

10 Hz
(conventional)

Composite focal length
F = 0.60 mfa = 100 mmfb = 150 mm

l = 25 mm

30 mm

Incident
beam

Incident
beam

Beam expander 1:2

100 Hz
(This work) Faraday rotator

405 mm
270 mm

de = 2.4 mm

This work

Repetition rate dependence

>fth at 100 Hz operation : 0.6 m

0.6 m

6 m

10 Hz

Pumping

PJ-2F-3

〇川﨑泰介 1, Vincent Yahia1, 平等拓範 2,1

  （1: 分⼦科学研究所 , 2: 理科学研究所）
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ジュール級 300Hz パワーレーザーの実用化・製品化

•

•

•

•

•

•

•

•

PJ-2G

浜松ホトニクス株式会社 川嶋 利幸
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マイクロチップレーザーを試せる
「レーザー試用プラットフォーム」

PJ-3M

浜松⼯業技術⽀援センター 鷺坂 芳弘
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幅広い加工用途へのマッチングを目指したマイクロチップレーザー

PJ-2N-1

パナソニックプロダクションエンジニアリング株式会社 永⽥ 毅
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高精度 ･高安定 ･高機能な眼科手術装置を目指した
マイクロチップレーザー

PJ-2N-2

株式会社ニデック ⽻根渕 昌明

•
•
•
•
•
•
•

•
•

•
•

•
•

•
•
•

•
•

•
•
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多様なニーズに応えるスケーラブルな
高出力マイクロチップレーザーの開発

PJ-2N-3

株式会社オプトクエスト 多久島 裕⼀
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レーザー超音波による溶接中リアルタイム欠陥検知技術

PJ-3H-1

⼤阪⼤学⼤学院⼯学研究科 浅井 知
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超小型皮膚疾患用レーザー治療器の開発及び実証評価

PJ-3H-2

株式会社ユニタック ⾼橋 ⼀哲
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マイクロチップ用超小型電源／ポータブル電源の開発

PJ-3H-2-1

株式会社ユニタック ⾼橋 ⼀哲
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パルスレーザーによるリチウムイオン電池電解液の
“そのまま ”除去 ･回収

PJ-3H-3

株式会社 東芝 岡⽥ 直忠
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パワーレーザーによる高出力THz 波の
発生・検出とセキュリティ応用

2018 163717
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PJ-3K

理化学研究所 南出 泰亜
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パルスレーザ支援レーザ溶接法の開発

PJ-3H-4

佐野 智⼀ 准教授
⼤阪⼤学 ⼤学院⼯学研究科 マテリアル⽣産科学専攻
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光放出電子顕微鏡（PEEM）への応用による性能向上検討

PJ-3H-5

株式会社菅製作所 菅 育正
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装置組み込みが可能な超小型深紫外レーザーユニットの開発

PJ-3H-6

株式会社 T C K  ⼩坂 光⼆
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宇宙用エンジンのレーザー着火技術開発

PJ-3H-7

株式会社 IHI エアロスペース 松浦 芳樹
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